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語り始めたアフリカーアフリカ美術の新たな動き

川口幸也

1989年 以後

1989年 にパ リで 行 われ た｢マ ジシ ャ ン ・ドゥ ・ラ ・

テ ール｣展 に よって 、事 実上 は じめ て世 界 の美術 関係 者

に知 られ る ことにな った アフ り力の｢現 代 美 術｣は 、 そ

の後 世 界 じ ゅうで大 きな関心 を集 め 、関 連 の展覧 会 や出

版、 シンポ ジ ウムが 各地 で相 次 いだ 。

現代 ア フ リカ の造 形 を 大 き くふ た つ の流 れ に分 け る

と、 まず ひ とつ は独 学 自修 の造 り手 に よる さ まざ まな造

形が あ り、 も うひ とつ は美術 学校 で 専 門の美 術教 育 を受

けた人 び とに よ る絵 や彫 刻 とい った 多彩 な 造 形が あ る。

この うち、前 者 に は、土 産物 か ら看板 、玩 具 、ガラ ス絵、

棺桶 ま で多種 多様 な も のが含 まれ、 それ らの造 り手 た ち

は 多 くの場合 職 人 と呼 ばれ て いる。 先の｢マ ジシ ャン ・

ドゥ・ラ ・テ ール｣展 の際 に、ア フ リカか ら選 ばれ たの は、

棺桶 や墓 標 の造 り手 な どすべ て 前者 、 っま り独学 自修 の

職人 た ちで あ り、この点 が批 判の 的 とな った ので あ る(1)。

他方 、後 者 、す な わち 専門 の美 術教 育 を受 けた アー テ ィ

ス トた ち によ る表現 方法 は、従来 の絵 や彫 刻 に留 ま らず、

写真 や ヴ ィデオ 、 また イ ンス タ レー シ ョン と年 を追 って

幅 が広 が って いる。 ア フ リカの 外で 行 われ る展覧 会 で採

りあ げ られ る顔 ぶ れ も、 最近 で はそ の 多 くを彼 らが 占 め

るよ うにな ってい る。

この よ うに振 り返 ってみ る と、アフリカ 美 術 の現状 は

ます ます隆 盛の 一途 に あ り、 関係 者 はわ が世 の春 を満 喫

して いるか の よう に見 える。 だ が、 実態 は必 ず しも そ う

で はな い。 む しろ意 外 な こ とに、 心 あ るア フ リカの美 術

関係 者 の中 に は、昨 今 の欧米 の アー ト ・マー ケ ッ トにお

ける アフ リカ ・ブ ーム に眉 を ひそ めて いる 向 きも少 な く

な い。 その 主 な理 由 はふた つあ る。 第一 に は、展 覧会 で

も出版 で も、 アフ リ力美 術 という名 の下 に しば しば ア フ

リカ大 陸 全体 が一 括 りに され、 ア フ リカの 持 つ文 化 的、

歴 史的 、風 土的 な 多様性 が無 視 され て いる と いう点 があ

る。 二 番 目は、 とく に展 覧会 の場 合 、構 成や アー テ ィス

トの選 択 にアフリカ 側 の声 が全 くとい って いい ほ ど反 映

されて お らず、 そ の結果 、 ア フ リカ は相 変わ らず 西洋 に

よって 一方 的 に語 られ てい る、 と いうの で ある。

こう したアフリカ 側 の不 満 に応 え る形 で、1990年 代

半 ば以 降、 とくに展 覧会 の分 野 で い くつ かの 新 しい動 き

が試 み られ て きた。 以 下、小 稿 で はそ の流 れを簡 単 にた

どって お く ことに した い。

セ ヴ ン ・ス トー リー 展の 試み

1995年 、 南 ア フ リカ の アパ ル トヘ イ ト廃 絶 を 記念 し

て、 イ ギ リス で｢ア フ リカ95｣と い うア フ リカ文 化 を

さ ま ざ まな面 か ら紹 介 す る 一 大 プ ロ ジ ェ ク トが 行 わ れ

た。 そ のな かの ひ とつ に｢セ ヴン ・ス トー リー｣展 と い

う展 覧会 が あ った。 この 展 覧会 の正 式 名 は｢ア フ リカの

モダ ン アー トに 関す る七 つ の物 語(セ ヴ ン・ス トー リー)｣

と いい、 そ の眼 目 は、 ア フ リカ大陸 の 各地域 か らピ ック

ア ップ した計7か 国 のモ ダ ン アー トの歴 史 を、 それ ぞ れ

現 地(出 身)の キ ュ レー タ ー によ って語 って も らう とい

う点 に あ った。

具体 的 に は次 の よう に行 われ た。 まず、 西 ア フ リカか

らセ ネ ガル のエ ル ・ア ジ ・シ イ とナイ ジ ェ リアの チ カ ・

オケ ケ、 東 アフ リカか らス ーダ ン 出身 のサ ラ ・八 ッサ ン

とケ ニ アの ワン ジ ク ・ニ ャチ ャエ、 南部 か らは南 ア プ リ

カの デ ヴ ィッ ド ・コロ アネ の計5人 を選 ん で、 母国 の近

代 美 術 の 流れ を 語 って も ら う。 た だ し、サ ラ ・ハ ッサ ン

は母 国の スー ダ ン以外 にエ チオ ピアを、 またケ ニ アの ワ

ン ジク ・ニ ャチ ャエ は 隣 国 ウ ガ ンダ も併 せ て 担 当 した。

つ ま り、5人 の ア フ リ力 人 キ ュ レー タ ーが七 つ の国 の モ

ダン アー トの歴 史 を語 った ので あ る。

そ して、 この5人 の キ ュ レー ター に よ る物 語 を取 りま

とめ た のが、 当 時 ロン ドン とパ リを舞 台 に活 躍 して いた

新 進 の女 流 フ リー ランス ・キ ュ レー タ ー、 ク レモ ンテ ィ

ー ヌ ・デ リスで あ った。

マル チ ・ヴ ォー カル へ の 志 向 を鮮 明 に掲 げる とい う、

その こ ろ と して はか な り思 い切 った 方法 を取 った この展

覧 会 に対 して も、 最終 的 な決 定権 を持 つ統括 キ ュ レー タ

ー が ヨー ロ ッパ の 白人 で あ った こと、 また彼 女 の本 来 の

専 門が アー トとい うよ りは文 化 人類 学で あ った こ とな ど

へ の批 判 が寄せ られ た。 とは いえ、 美術 に おい て も、 も

はや展 示 され る側 の事 情 を無視 して展 示 を行 うこ とはで

きな いの だ、 とい う時代 の声 を ク ロー ズア ップ した とい

う点 で、 この 展覧 会 は転 換点 を画 した とい う ことが で き

る。

ヴ ェネツ ィァ ・ビエ ンナ ー レにお け る アフ リカ美 術

ヴェネ ツ ィア ・ビエ ンナー レとい え ば、数 あ る ビエ ン

ナ ー レの 中で も最 も古 い歴 史 と格 式 で知 られ て いる 。

けれ ど も ヴ ェネ ツ ィア が、 サ 八 ラ 以南 の ア フ リ カ に

初 め て 目 を向 け たの は1990年 と、 つ い 近年 の こ とで あ

る(2)。ただ そ の後 はア フ リカ の アーテ ィス トは ほぼ毎 回

招 かれ て、 いまで は常 連 の一 角 を さえ 占めて い る。 なか

で も特 筆 され る の は、2001年 に 開催 され た｢ホ ン モ ノ

か ゲ テモ ノか一 内 なる ア フ リカ と外な る アフ リカ｣と

い う展 覧 会 で あ っ た(3)。 同展 は、 ヴ ェネ ツ ィア ・ビエ

ンナ ー レの歴 史上 は じめ て、アフリカ 出 身の キ ュ レー タ

ーが サ ブサ八 ラ ・ア フ リカ の美術 の現 在 を語 った企画 と

して 名 を 残 して い る(4)。 こ の と き キ ュ レー タ ー の任 を

委 ね られ たの は、 スー ダ ン出 身 のサ ラ ・八 ッサ ン とナイ

ジ ェ リア 出身 のオ ル ・オ ギベ で あ り、彼 らはア フ リカの
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内外で活躍する7人 のアーティス トの作品を展示したの

である。 二人は展覧会の図録で、なぜ展示なのか、と

やや挑発的に問いかけて次のように答えている⑤。

簡 潔 に 次 の よ う に 答 え て お こ う 展 示

(exhibit)し な か っ た ら、 存 在(exist)し な

い ことに されて しまうの だ。

もち ろん 、 この展 覧会 に も一定 の 限界 は ある 。 とい う

の は、 結局 は ヴエネ ツ ィア ・ビエ ンナー レとい う西 洋が

主 導権 を握 る大 きな 枠組 み の一部 で しか な く、 その意 味

で は、悪 くい えば西 洋 によ るア フ リカ に対す る施 し、 あ

る いはガス 抜 き といえな い こ ともな いか らだ。 だが、 ア

フ リカ出身 の キュ レー ターが 、 自分 た ちの アー トを世 界

の美術 関係 者 に向か って提示 した とい う点 では 大 きな前

進 の一歩 であ り、そ の歴 史 的な 意義 を正 当 に評価 すべ き

で はな いだ ろうか。

オ ク ゥイ ・エ ンウ ェ ゾー ルの 活 躍

2000年 以 降 目立 つ のが、 ナ イ ジェ リア出 身 で アメ リ

カ在 住 のキ ュ レー ター 、オ ク ゥイ ・エ ン ウ ェゾー ルの活

躍 で ある。 す で に1997年 に行 われ た 第2回 目の ヨハ ネ

ス ブルグ ・ビエ ンナー レで総 括 キ ュ レー ター と して 腕 を

揮 って いた彼 は、2001年 に｢シ ョー ト ・セ ンチ ュ リー

展 を立 ち上 げる ㈲。

この展 覧会 は、 北 アフ リカ も含 め たア フ リカ大 陸 の文

化 を、 美術、 織物/ポ ス ター 、写 真、 建築 、 音楽 、演劇

/文 学 、 映画 の七 つ の部 門 に分 けて 、 そ れぞ れ1945年

か ら1994年 まで、 つ ま り第2次 世 界 大戦 後 の ア フ リカ

諸 国 の独 立 を は さ む50年 間 の歴 史 を跡 づ け よ う とす る

もので あ り、 エ ン ウェ ゾー ル 自身 の言 葉 を借 りる と、 ア

プ リ力 人 自 らの 手で｢現 代 ア フ リカ の 『批判 的伝 記』 を

書 こう とする企 て｣(7)に 他 な らな か った 。 ドイ ツの ミ ュ

ンヘ ンで立 ち上 が った この展 覧会 は 、そ の後 ベル リンを

経 て、 シ カゴ、 ニ ュー ヨー クへ と巡 回 し、行 く先 々 で大

きな関 心 を呼 ん だ。

エ ン ウ ェゾー ル は翌2002年 、今 度 は ドク メ ンタ展 の

指揮 を任 され る。 ドクメン タ は、 ドイ ツの 小都 市 カ ッセ

ルで ほ ぼ5年 に一 回 開か れ る現 代 美 術 の展 覧 会 で あ り、

今や現 代美 術 の祭典 と して は ヴェネ ツ ィ ア ・ビエ ンナ ー

レと並ぶ 知名 度 と影 響力 を誇 って い る。 その 第11回 展 、

｢ドクメ ンタ ロ｣の 総括 コミ ッ シ ョナー に彼 が指 名 され

たの だ。彼 は こ こで プラ ッ トフォー ム と いう概 念 を掲 げ

た。 そ して、展 覧会 もそ の ひ とつで あ る と し、 現代 美術

をめ ぐる議 論 の場 を、一 般 の観 衆 も含 めて プ ラ ッ トフォ

ーム に出 入 りする すべ ての 人 に開放 しよ う と した ので あ

る。 も とよ り、 ドクメ ン タはアフリカ 美術 だ けを 対象 と

して いるわ け では な く、 世 界 の美術 界 に与 え るイ ンパ ク

トも大 きい。 それ だ けに 同展 の指 揮権 が ア フ リカ出 身の

エ ン ウ ェゾー ル に委 ね られ た と い う事 実 は、歴 史 的 に見

て大 きな意 義 を持 つ出 来事 で あ った。

エ ン ウ ェ ゾー ル は、 こ のあ と、2008年 に韓 国 の光 州

ビエ ンナ ー レの総括 コ ミッ シ ョナー も務 め てお り、今 や

現 代美 術 の分野 では押 しも押 され もせ ぬ 世界 の トップ ・

キ ュ レー ター の ひ と りとな って い る。

ナイジェリアの若者たちの声

さて、以上に紹介したアフリカの外側でのアフリカ 出

身のキュレーターたちによる活躍とは別に、アフリカの

内側での新 しい動きを見ておきたい。

アフリカの内部でも、自分たちの造形は自分たちで発

信 しようという動きは着実に広まっている。すでに15

年以上の歴史を重ねるセネガルのダカール ・ビエンナー

レはそうした動きの代表的なものである。ここでは、ナ

イジェリア東部の都市、ンスカとエヌグにおける若者た

ちの運動を採 りあげておきたい。ナイジェリア大学芸術

学部の卒業生を中心とする彼らは、仲間や近隣諸国のア

ーティストに呼びかけてパン ・アフリカン芸術家協会と

いう団体を立ち上げ、これを足場にして、1995年 以来、

ほぼ隔年で｢ア フリカ ・ヘリテージ｣と いう国際ビエン

ナーレを開催 し続けて、現在へと至っている ⑧。この

ビエンナーレでは、付随して国際シンポジウムや出版も

地道に行われている。またこの数年は、アフリカの内部

での横の連絡網を構築するという目的のために、会のメ

ンバーによるアフリカ各国へのスタディ ・ツアーも試み

られている。

いまのところ、｢ア フリカ ・ヘ リテージ｣は 、エヌグ

の国立博物館とラゴスの民間の美術館を会場に行われ、

参加アーティストの数も仲間うちを中心に60人 程度に

留まっているが、今後はアフリカの内外のより多くのア

ーティストにも参加を呼びかけていくのだという。これ

に伴い、地元のエヌグに自前の常設ギャラリーを新設す

る構想もあるらしい。いわば、欧米を中心とする国際ア

ート・マーケツトに対して、手作りのビエンナーレを積

み上げることで対抗していこうとしているのだ。

現状では彼らの運動はまだ規模も小さく、国際的に大

きな注目を集めるには至っていない。ただ、自前の発信

手段を構築しようとする彼らの実践はL見 回り道のよう

に見えるが、長い目で見れば大きな可能性を秘めている

のではないかと私は感じている。
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結 び にかえ て一 変貌 す るア フ リ力美術

2004年 か ら2007年 にか けて、｢ア フ リカ ・リミ ック

ス｣と いう展覧 会 が ヨー ロ ッパ4か 国 に 日本、 南 ア プ リ

カの計6か 国 を巡 回 した(9)。 日本 で も2006年 の夏 に東

京 の森 美術 館で 開催 された ので 、直 接 ご覧 にな った 方 も

多い ことだ ろう。写 真 や、 ヴ ィデ オ、パ ソコ ン とい った

電 子機 器 を駆使 した作 品、 そ して 巨大な イ ンス タ レー シ

ョンの数 々 に埋 め尽 くされ た会 場 を見 て、 それ まで の ア

フ リ力美術 に対 す るイ メー ジを 一新 した 人 も少 な くなか

った はず だ。アフリカ 美 術 は、 ア フ リカの 内か らも外 か

らも さま ざ まな働 きか けを 受 けなが ら、 日々貧欲 に変わ

って いる ので ある。

み ずか らの美 術 と文 化 を、 自分 たち の言葉 で 語 って発

信 してい こ うとい うア フ リカ側 の新 しい動 き は、 そ う し

たアフリカ 美術 の変 貌 を いっそ う彩 り豊 か なも のに して

い くに違 いな い。 イ ンター ネ ッ トの普及 は、 お そ ら くこ

の流 れに は プラス に働 くだ ろ う。アフリカ 美術 の現 在が

これ か らさ らに どの よう に変 容 を遂 げて い くのか、 目 の

離 せ ない と ころで ある。

(かわぐちゆきや:国 立民族学博物館 准教授)

一

註

1ポ ンビ ドゥ ・セ ンター とラ ・ヴィ レッ トを会場 にして行われ たこの展覧会

で は、 アジア、 アフ リカを含 む世界 じゅうか ら計IOO人 の現存 するアー テ

ィス トが招かれた。 このうち、ア フリカからは17人 、 日本 からは4人 が招

待 された。

2た だ し、南 アフリカを除 く。

3展 覧会の原 タイ トル は次の通 り。

Authentic/E x-Centric: Africa In and Out of Afr ica.

41997年 にスー ダン出身のサラ ・八 ッサ ンによる｢モ ダニテ ィーズ&メ モリ
ーズ｣展 が行 われているが、 これは 中近 東、東南 アジア、 アフ リカのイ ス

ラム諸国の美術 に焦点 を合 わせ た企画 であった。

5 Sala  M.Hassan and  OIu Oguibe, Authentic/Ex-Centric: Africa In and Out of 
  Africa.  fexhIcat.), 2001,  pp.6-7

6展 覧会の英文名称は次の通り。

The Short Century: Independence and Liberation Movements in Africa 
1945-1995.

7 Okwui Enwezor, An Itroduction, in The Short Century: Independence and 
  Liberation Movements in Africa 1945-1995. (exhi. cat.), 2001,  p  .10

8次 を参照。

The  Pon-African Circle of Artists,  hftp://www.panafricanartists.org/
9同 展 を企画 した のはシモ ン ・ンジャ ミ、 ジャン=ユ ベール ・マルタ ン、 デ

ヴィ ッド ・エ リオ ットの3人 のキ ュレーターで あ り、 このうち、チー フを

務め たのは シモ ン ・ンジャ ミで あった。 ンジャ ミの両 親はカメ ルーン出身

であ る。
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